
















































































































































9－15節には， 「遣わす｣(§alah)という語が5回(10, 12, 13, 14, 15
節）使われ，派遣ということがこの部分の重要なテーマであることを
5'新共|面l訳は「柴」と訳しているが， おそらくいばらの類の茂みであろう。岩波










Ⅲ;’ 「父祖の神」 という表現の問題性については， 月本昭男「へプライ人の神ヤハ















































改めて与えられる4: 17, 30の世俗的な「しるし」 (h3'0tot)が複数形
であるのに対して， より根本的なしるしである。思想的にここと関連
すると思われるのは，新約聖書のマタイによる福音書である。そこで





















返され， 12節の「私はあなたと共にある」 ('ehye$immak) と響き合




































(68頁)。 また, 'ehyeとYHWHは互換性があり, 14節bの｢遣わす」の主語であ












れる。 「古代オリエント事典」 （岩波， 2(〕04年） 「ヤハウェ｣の項目(北博)，プーバー























本質と歴史的展開」 「旧約聖書の預言と黙示」 （新教出版， 1996年)32頁，同｢初期






















































2, 26: 18である。このうち7:6と14:2では， 「宝の民」 「聖なる民」
と「選ぶ」が意味的に結び付いている。 また，詩編135:4では「選ぶ」
という動詞(bahar) と並行してヤコブ／イスラエルが「宝」であると






















































型｝水田献一「選びの信仰の起源」 「聖書学諭集51 （山本書店, 1967年), 4548頁
(iイスラエルの偏仰と論理」 日本基督教団出版局, 1971年, 1621頁)。

























7節, 14章1 2節には， 「聖なる民」 「宝の民」 という表現が並行して




























































逆転であり， その状態に戻ることへの戒めである。 「熱情の神」 とは，
我汝の何物にも代えがたい，かけがえのない関係を構築することへ
の神の激しい求めであり，同時にそのような神との関係に根差した人
間相互の関係，真の共同体， シャーロームの場を構築することへの意
欲を表わしている。モーセに示され，共同体構築の原動力となった神
の名は， それを人間の都合のために用いることは許されない。臓術的
使用への誘惑から絶えず遮断され， 自己正当化，権力的目的のために
乱用されることを防ぐため，神の名は軽々しく口にすることを戒めら
れる。そして人間相互の関係を律する最低限の戒めとともに，真の共
同体構築の試みが始まるのである。
こうしてヤハウェは，出エジプトを導いた神として，民形成の求心
力となり，同時に「神の民」の在り方を規定する力ともなった。そし
て王国時代には,社会の刷新を叫ぶ預言者達の活動の原動力となり，王
国滅亡後， 「神の民｣の再形成の必要に迫られた際には，伝承として受
け継がれてきた出エジプトと荒れ野における神との出会いの記憶が大
きな力となった。そして歴史伝承と律法の再編柴に際して，律法は出
エジプトというヤハウェの歴史的行為と荒れ野でのモーセを通しての
ヤハウェの語りかけという歴史的枠組との，緊密な結びつきの中に置
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かれた。王国時代に作られ，修正が繰り返されたであろう様々な法令
も， この枠組の中に組み込まれることなしには一つも存続し得なかっ
たのである(26)｡
このように，国家を失った「神の民」は， 「荒れ野」という歴史的原
点への回帰によって， その再形成が図られた。ユダヤ教団は， その後
儀礼的遮断という形で律法の外側を固める方向へと行ったが， モアプ
の地におけるモーセの死で終わっているトーラー（＝五害）それ自体
は， 「神の民｣とは何かという問いに開かれており，現代に生きる我々
の社会や教会との関わりにも問いを投げかけているのである。
z6）ジエームス･A・サンタ．－ス「正典としての旧約聖番」 （佐藤陽二訳，教文館，
1984年), 62, 7374頁参照。
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